
ty
言 百 み

ぶ’ 9年　　⊇

。

｢全国都市緑化フェア｣
　　　開催承認書交付される
　２月26日、建設省大臣室において全国都市緑化フェアの開催承詔書が、

主催者である栃木県、壬生町、宇都宮市並びに（財）都市緑化基金にそれぞ

れ交付されました。

　交付式には、町から清水町長が出席、亀井建設大臣より直接承認書が手

渡されました。

　　「全国都市緑化フェア」は、生活に楽しさと豊かさ、華やかさをもたら

す国民の花と緑の祭典であり、昭和58年の第１回大阪フェアから始まり、

栃木県は平成12年（西暦2､000年）の第17回にあたります。

　県内では、壬生町と宇都宮市に主会場が設けられ、壬生会場は現在整備

が進められています壬生総合公園が会場となります。



４‘緑

栃
木
県
壬
生
総
合
公
園
（
霜
）

壬
生
町
総
合
公
園

　
お
も
ち
や
博
物
館
を
取
り
囲
む
形
で

整
備
を
進
め
て
い
ま
す
総
合
公
園
は
、

栃
木
県
が
整
備
す
る
区
域
が
約
3
7
・
２

陥
、
壬
生
町
が
整
備
す
る
区
域
が
‥
目
・

４
陥
で
、
全
体
で
は
約
4
8
・
６
陥
の
規

模
と
な
り
ま
す
。

　
宇
都
宮
市
西
川
田
に
あ
り
ま
す
「
栃

木
県
総
合
運
動
公
園
（
通
称
総
合
グ
ラ

ウ
ン
ド
）
」
の
規
模
が
約
4
4
・
Ｏ
、
陥
で

あ
る
こ
と
を
比
較
し
ま
す
と
、
か
な
り

大
き
な
公
園
で
あ
る
こ
と
が
想
像
で
き

る
と
思
い
ま
す
。

　
県
の
公
園
区
域
は
、
栃
木
県
の
「
特

色
あ
る
公
園
づ
く
り
」
構
想
に
基
づ
く
　
　
２

「
子
ど
も
を
テ
ー
マ
と
し
た
公
園
」
と

し
て
整
備
さ
れ
る
も
の
で
、
「
創
造
性

に
あ
ふ
れ
　
ゆ
め
多
く
　
や
さ
し
く

た
く
ま
し
い
子
ど
も
た
ち
」
を
基
本
テ

ー
マ
と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
公
園
は
。
夢
と
活
力
に
あ
ふ
れ

た
緑
園
都
市
・
み
‘
？
に
ふ
さ
わ
し

く
、
既
存
の
ソ
ネ
（
ア
カ
シ
デ
）
林
な

ど
を
そ
の
ま
ま
活
か
し
な
が
ら
、
現
在
、

由
畑
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
四
季

折
々
の
美
し
い
雑
木
林
に
変
え
、
将
来

は
緑
豊
か
な
ぶ
７
を
つ
く
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
現
代
の
子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
環

境
は
、
野
原
や
空
き
地
な
ど
の
自
然
豊

か
で
安
全
な
遊
び
場
が
年
々
少
な
く
な

っ
て
き
て
お
り
、
ま
た
、
塾
や
習
い
ご

と
な
ど
に
よ
り
自
由
時
間
や
伸
間
づ
く

り
の
機
会
が
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

2
1
世
紀
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
は
、
花

と
緑
が
あ
ふ
れ
様
々
な
遊
び
が
で
き
る

空
間
の
中
で
、
束
縛
さ
れ
な
い
自
由
な

遊
び
や
子
ど
も
た
ち
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
、
さ
ら
に
は
、
お
年
寄
り

と
の
交
流
を
通
し
て
。
未
知
の
世
界
に

対
す
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
ｅ
{
Ｅ
や
。
仲
間

同
士
の
思
い
や
り
や
い
た
わ
り
の
心
“

を
養
っ
て
欲
し
い
と
の
願
い
が
込
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
当
公
園
は
、
平
成
1
2
年
開
催

の
「
第
１
７
回
全
国
都
市
緑
化
と
ち
ぎ
フ

ェ
ア
」
の
会
場
と
し
て
使
用
さ
れ
ま
す
。
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　東雲公園は、黒川の豊かな水と緑を活かしながら、河

畔の桜堤や雄琴神社の鎮守の森、河岸跡などの歴史的な

施設と公置をつなぎ、文化の香りが漂う憩いの拠点作り

を目指しています。

　公園の規模は、河川も含め20haとなり、この内約９ｈａ

を町公園として用地買収及び施設整備を進めております。

　上流部には、お花見広場・四季の花木園・大型遊具の

広場、下流部には、ピクニック空間として約ｌｈａの原っ

ぱを造り、その一角に野外でのバーペキュー等が楽しめ

る休憩所を整備していく予定となっております。

　特に、昔から桜の名所となっている《東雲桜堤》を含

めた公園でもあり、ソメイヨシノ（開花時期４月上旬）、

ヤマザタラ（同４月上中旬）、ヤエザクラ（同４月下旬

～５月中旬）など約２００本の桜を植え、より一層桜の

名所となるよう進めております。

　なお、県の事業により草花が自生する自然に配慮した

河川整備が行われており、それに合わせて渡良瀬遊水地・

壬生サイクリンダロード整備の一環として両岸の公園を

つなぐ人道橋（吊り橋形式）を建設中で、この橋は、公

園の両岸をつなぐとともに完成すると公園のシンボル的

施設となります。

３

が
体
験
学
習
で
き
る
施
設

計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
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平
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1
2
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催
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平
成
８
年
度
に
文
化
活
動
や
ス
ポ
ー
　
　
と
お
り
で
す
。
（
敬
称
略
）

ツ
な
ど
の
各
種
大
会
に
お
い
て
、
県
―

位
以
上
の
成
績
を
お
さ
め
た
児
童
・
生

徒
を
た
た
え
る
壬
生
町
児
童
・
生
徒
表

形
式
が
２
月
2
8
日
、
壬
生
串
央
公
民
館

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
文
化
や
ス
ポ
ー
ツ
活
動
な

ど
の
各
方
面
で
活
躍
し
た
小
・
中
学
生

に
対
し
、
そ
の
成
績
と
日
ご
ろ
の
努
力

を
た
た
え
る
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
も

さ
ら
に
活
躍
し
て
い
た
だ
こ
う
と
表
彰

し
て
い
る
も
の
で
、
今
回
は
、
６
団
体

（
皿
名
）
　
と
個
八
3
5
名
が
町
長
表
彰

（
２
月
2
8
目
現
在
）
を
受
け
ま
し
た
。

ず
沓
蒼
」

◆
竿
2
9
回
下
野
教
育
書
道
具

　
金
賞
　
　
　
　
３
年
　
寺
内
　
彩

　
金
賞
　
　
　
　
５
年
　
湯
沢
　
孝
拓

◆
竿
4
0
回
Ｔ
Ｊ
Ａ
共
済
県
下
小
：
甲
学
生

　
書
道
ヲ
ノ
ク
ー
ル

　
金
賞
　
　
　
　
４
年
　
村
上
　
智
美

◆
竿
2
0
回
「
て
の
ひ
ら
文
庫
賞
」
読
書

　
感
想
文
全
国
コ
ン
ク
ー
ル

　
最
優
秀
賞
　
　
４
年
　
佐
藤
　
志
郎

◆
平
成
７
年
度
「
ジ
ュ
ニ
ア
知
事
さ
ん
」

　
提
言
募
集

　
知
事
賞
　
　
５
年
　
生
沼
　
朝
日

W’

◆
東
日
本
少
年
レ
ス
リ
ン
グ
選
手
権

　
３
年
女
子
の
部
優
勝
　
工
藤
佳
代
子

　
６
年
の
部
優
勝
　
　
　
寺
内
　
智
史

◆
第
９
回
全
国
警
察
少
年
柔
道
剣
道
大
会

　
優
勝
　
　
　
　
６
年
　
ニ
ノ
宮
雅
宏

◆
第
評
凹
栃
木
県
民
ス
ポ
ー
ツ
中
央
大
会

　
少
年
女
子
４
０
０
ｍ
リ
レ
ー

　
優
勝
　
　
　
　
６
年
　
升
永
　
彩

「
藤
井
小
参
席

◆
栃
木
県
小
学
生
人
権
書
道
ヲ
ビ
エ
ス
ト

　
優
秀
賞
　
　
６
年
箱
森
　
告
示

簾
蒙
校
」

◆
み
ど
り
の
絵
コ
ン
ク
ー
ル

　
毎
日
小
学
生
新
聞
賞

壬生・南犬飼中学校の受賞者

◆
第
1
2
回
栃
木
県
民
ス
ポ
ー
ツ
中
央
大
会

　
少
年
女
子
４
０
０
ｍ
リ
レ
ー
。

　
優
勝
　
　
　
　
６
年
　
大
塚
　
江
利

蜃
農
繁
霧
一

’
－
’
　
　
し

◆
第
2
9
回
下
野
教
育
古
道
具

　
金
賞
　
　
　
　
１
年
　
青
木
　
拓
也

　
金
賞
　
　
　
　
３
年
　
後
藤
　
友
紀

◆
第
に
回
栃
木
県
民
ス
ポ
ー
ツ
中
央
大
会

　
少
年
女
子
４
０
０
ｍ
リ
レ
ー

　
優
勝
　
　
　
　
６
年
　
山
名
空
冷
美

　
優
勝
　
　
　
　
６
年
　
黒
子
　
知
性

・
雀
票
１
」

◆
栃
木
県
フ
心
の
輪
を
広
げ
る
障
害
者

　
理
解
促
進
事
業
」

　
倭
語
皿
　
　
６
年
高
田
麻
衣

◆
第
1
2
回
栃
木
県
民
ス
ポ
ー
ツ
中
央
大
会

　
少
年
女
子
４
０
０
ｍ
リ
レ
ー

　
優
勝
　
　
　
　
６
年
　
野
口
　
美
里

　
　
　
。
―

　
羽
生
田
小
学
眼
」

ぶ
ー
　
　
－
　
　
－
－
－

◆
Ｊ
Ａ
共
済
県
下
小
・
中
学
生
古
道
交

　
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

　
県
教
育
長
賞
］
　
２
年
　
山
口
奈
通
季

－
‐
‐
‐
　
　
‐
‐
‐
　
－

・
壬
生
東
小
学
校
」

◆
第
１
２
回
栃
木
県
民
ス
ポ
ー
ツ
中
央
大
会

　
少
年
女
子
４
０
０
ｍ
リ
レ
ー

　
優
勝
　
　
　
　
６
年
　
片
山
ま
す
み

ベ
　
　
　
　
ー
　
ー
／

　
壬
生
中
学
校
一
一

ｙ
”
乙

◆
平
成
８
年
度
明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス

　
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

　
最
優
秀
賞
　
　
１
年
　
小
野
　
立
見

◆
高
桧
宮
杯
第
4
8
回
全
目
本
中
学
校
英

　
語
弁
論
犬
合
栃
木
県
大
会

　
最
優
秀
賞
　
　
３
年
　
神
山
　
良
人

　
　
　
一

◆
第
1
4
回
金
石
本
小
・
中
学
校
女
子
個
　
　
４

　
人
選
抜
剣
道
錬
成
犬
合

　
優
勝
　
　
　
　
２
年
　
大
橋
亜
加
判

◆
栃
木
県
中
学
校
体
育
連
盟
優
秀
選
手

　
水
防
　
　
　
３
年
森
田
　
壮

ず
票
②
」

◆
中
学
生
に
対
す
る
税
の
標
語

　
県
税
務
所
長
賞

　
　
　
　
　
　
　
２
年
吉
沢
　
藍

◆
栃
木
県
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト

　
優
秀
賞
　
　
　
３
年
　
深
瀬
　
七
恵

◆
第
2
0
回
下
野
教
育
書
道
展

　
金
賞
　
　
　
　
３
年
　
平
出
　
洋
子

　
金
賞
　
　
　
　
２
年
　
大
森
あ
ゆ
み

　
金
賞
　
　
　
　
２
年
　
中
元
　
嶽
］
紀

◆
第
2
7
回
下
野
教
育
美
術
展

　
金
賞
　
　
　
　
３
年
　
江
口
美
也
子

◆
第
2
8
回
栃
木
県
中
学
校
作
曲
コ
ン
ク

　
ー
ル

　
特
賞
（
知
事
言
１
年
柏
崎
　
美
緒

◆
第
2
2
回
「
小
さ
な
親
切
運
動
作
文
コ

　
ン
ク
ー
ル
」

　
最
優
秀
賞
　
　
３
年
　
寺
内
　
綾
子

◆
関
東
大
会
県
予
選
合
（
水
防
）

　
諮
（
県
優
秀
選
士
３
年
上
岡
　
惇
一

◆
第
Ｈ
回
栃
木
県
少
年
レ
ス
リ
ン
グ
選

　
手
権
大
会

　
優
勝
　
　
　
　
２
年
　
木
野
内
義
徹

◆
ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ
ス
選
手
権
犬
合

　
優
勝
　
　
　
　
２
年
　
鈴
木
　
詩
子

「
藤
井
小
学
校

　
ｉ
　
　
‐
　
＝
－

◆
第
5
0
回
栃
木
県
理
科
研
究
展
覧
会
並

　
び
に
発
表
会
員
優
秀
賞



　
４
年
　
　
毛
塚
真
実
、
武
闘
杏
奈

　
　
　
　
　
箱
森
智
子
、
星
野
麻
奈
美

　
　
　
　
　
篠
原
亜
沙
美
、
山
川
真
未

　
　
　
　
　
前
原
聡
美
、
橋
本
亜
妙
美

　
　
　
　
　
田
所
直
子
、
須
藤
明
日
香

　
　
　
　
　
山
川
朝
香
、
海
老
沼
朋
美

　
　
　
　
　
青
柳
里
桂

一
羽
生
田
小
学
校
．

◆
第
5
0
回
栃
本
県
理
科
研
究
展
覧
会
並

　
び
に
発
表
公
設
優
秀
賞

　
６
年
　
　
荒
川
篤
浩
、
荒
川
雄
哉

　
　
　
　
　
落
合
哲
也
、
佐
藤
美
喜

　
　
　
　
　
清
水
あ
ゆ
み
、
辻
浦
売
子
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を
し
た
後
で
、
計
算
違
い

な
ど
申
告
内
容
に
間
違
い
が
あ
る
こ
と

に
気
付
い
た
り
、
う
っ
か
り
し
て
確
定

申
告
す
る
こ
と
を
忘
れ
て
い
る
方
は
い

ま
せ
ん
か
。

　
申
告
内
容
に
間
違
い
が
あ
る
と
き
は
、

そ
れ
を
訂
正
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
犬
税
額
を
多
く

　
　
申
告
し
て
い
た
と
き
》

　
確
定
申
告
書
を
提
出
し
た
後
で
、
税

額
を
多
く
申
告
し
て
い
た
こ
と
に
気
付

い
た
と
き
は
、
「
更
生
の
請
求
」
を
し

壬
生
東
小
学
校
一

◆
第
1
0
回
県
小
学
校
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー

　
ル
新
人
我
優
勝

　
５
年
　
　
高
山
真
那
弥
、
小
平
美
香

　
　
　
　
　
粂
川
恵
里
、
清
野
友
理

　
　
　
　
　
鈴
木
美
紗
、
石
村
文
乃

　
　
　
　
　
高
山
朋
美
、
杉
江
由
香
梨

　
３
年
　
　
大
橋
可
奈
子
、
粂
川
友
紀

　
　
　
　
　
黒
須
里
美
、
小
久
保
麻
美

　
　
　
　
　
田
中
麻
貴
、
原
ひ
と
み

　
　
　
　
　
阿
部
由
以
子
、
飯
塚
あ
み

　
壬
生
北
小
学
校
一

◆
第
1
0
回
全
日
本
小
学
生
男
女
ソ
フ
ト

　
ボ
ー
ル
大
会
ベ
ス
ト
1
6
進
出

]し¶S

＼だ

・　　一

は

て
正
し
い
税
額
に
訂
正
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
こ
の
「
更
生
の
請
求
」
を
す
る
た
め

の
用
紙
は
税
務
署
に
あ
り
ま
す
。

　
更
生
の
請
求
が
で
き
る
期
間
は
、
申

告
期
限
か
ら
一
年
以
内
で
す
か
ら
、
平

成
８
年
分
の
申
告
所
得
税
は
平
成
1
0
年

３
月
1
7
口
ま
で
、
平
成
８
年
分
の
個
人

の
方
の
消
費
税
の
申
告
に
つ
い
て
は
、

平
成
1
0
年
３
月
3
1
口
ま
で
と
な
り
ま
す
。

　
《
税
額
を
少
な
く

　
　
申
告
し
て
い
た
と
き
》

　
６
年
　
　
粒
良
美
佳
、
荒
川
奈
緒

　
　
　
　
　
篠
崎
智
子
、
諸
岡
鮎
美

　
　
　
　
　
小
貫
陽
子
、
長
谷
川
あ
ゆ
美

　
　
　
　
　
粂
川
望
、
山
野
明
日
香

　
５
年
　
　
刀
川
真
理

　
４
年
　
　
粂
川
さ
や
か
、
森
田
法
子

　
　
　
　
　
渡
辺
渉
子

　
３
年
　
　
粒
良
友
美
、
岡
田
硝
子

　
　
　
　
　
中
村
真
祐
美
、
市
打
歩
希
子

「
壬
生
中
学
校
。

◆
第
4
9
圓
県
中
学
校
総
合
体
育
犬
会

　
　
（
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
）
優
勝

　
３
年
　
　
上
田
　
卓
、
福
田
紀
行

　
　
　
　
　
荒
川
量
平
、
古
田
　
睦

　
確
定
申
告
書
を
提
出
し
た
後
で
、
税

額
を
少
な
く
申
告
し
て
い
た
こ
と
に
気

付
い
た
と
き
は
、
「
修
正
申
告
」
を
し

て
正
し
い
税
額
に
修
正
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
「
修
正
申
告
」
を
す
る
た
め
の
用

紙
は
税
務
署
に
あ
り
ま
す
。

　
修
正
申
告
は
、
税
務
署
か
ら
更
生
を

受
け
る
ま
で
は
い
つ
で
も
で
き
ま
す
が
、

税
務
署
の
調
査
を
受
け
た
後
で
修
正
申

告
し
た
り
、
更
生
を
受
け
た
り
す
る
と

加
算
税
が
か
か
り
ま
す
の
で
、
気
付
い

た
と
き
は
な
る
べ
く
早
く
申
告
さ
れ
る

よ
う
お
勤
め
し
ま
す
。

　
ま
た
、
修
正
申
告
に
よ
っ
て
新
た
に

納
め
る
こ
と
と
な
っ
た
本
税
額
は
、
修

正
申
告
書
を
提
出
す
る
日
に
納
め
て
く

だ
さ
い
。
こ
の
納
め
る
本
税
額
に
は
、

納
期
限
の
翌
日
（
例
え
ば
平
成
８
年
分

-

　
　
　
　
　
早
乙
女
恭
彦
、
篠
原
孝
明

　
　
　
　
　
森
　
弘
樹
、
琴
寄
重
雄

　
　
　
　
　
犬
山
　
剛
、
神
水
仲
芳

　
　
　
　
　
黒
子
健
犬
、
茂
木
貴
之

一
南
犬
飼
中
学
校
」

◆
栃
木
県
学
校
音
楽
祭
中
央
祭

　
　
（
合
唱
の
部
）
金
賞

　
３
年
　
　
木
村
　
良
、
大
竹
　
悟

　
　
　
　
　
白
鳥
兜
介
、
町
田
純
一

　
　
　
　
　
高
田
裕
介
、
中
村
綱
盛

　
　
　
　
　
平
吹
恵
千
、
中
村
裕
紀

　
　
　
　
　
大
垣
元
喜
、
大
久
保
匡
良

　
　
　
　
　
丹
内
美
幸
、
石
島
聡
美
、

　
　
　
　
　
金
子
千
鶴
、
倉
持
　
瞳

佐
藤
弘
子
、
高
山
明
日
香

田
中
彩
子
、
倉
井
幸
代

鈴
木
章
子
、
角
田
優
子

西
島
花
実
、
人
見
友
美

三
浦
香
里
、
大
粟
道
子

中
田
智
子
、
西
島
千
晴

小
林
琴
美
、
佐
藤
良
美

篠
原
梨
恵
、
山
野
上
弘
美

大
多
和
香
住
、
柏
倉
直
子

加
藤
陽
子
、
鈴
木
淳
子

矢
島
こ
す
も
、
山
口
真
美

山
口
祐
子
、
山
中
総
子

の
所
得
税
で
す
と
平
成
９
年
３
月
1
8
日
）
　
　
に
期
限
後
申
告
を
し
た
り
、
決
定
を
受

か
ら
納
付
す
る
日
ま
で
の
期
間
に
つ
い
　
　
け
た
り
す
る
と
、
本
来
の
税
額
の
ほ
か

て
延
滞
税
が
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
　
　
納
付
す
べ
き
税
額
の
1
5
％
の
無
申
告
加

の
で
、
本
税
と
併
せ
て
納
め
て
く
だ
さ
い
。
　
算
税
が
か
か
り
ま
す
の
で
、
な
る
べ
く

　
な
お
、
調
査
を
受
け
る
前
に
自
主
的
　
　
早
く
申
告
を
さ
れ
る
よ
う
お
勧
め
し
ま

に
修
正
申
告
を
し
た
と
き
に
は
、
加
算
　
　
す
。
ま
た
、
こ
の
場
合
の
税
額
は
、
由
古

税
は
か
か
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
延
滞
　
　
書
を
提
出
す
る
日
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

税
は
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
な
お
、
調
査
を
受
け
る
前
に
自
主
的

　
へ
確
定
申
告
を
　
　
　
　
　
　
　
　
に
期
限
後
申
告
を
し
た
と
き
は
加
算
税

　
　
　
　
　
忘
れ
て
い
た
と
き
》
　
　
　
は
５
％
に
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　
確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
　
　
　
ま
た
、
修
正
申
告
の
場
合
と
同
様
延

の
に
、
申
告
書
の
提
出
を
忘
れ
て
い
る
　
　
満
悦
が
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、

と
き
に
は
、
す
ぐ
に
申
告
し
て
く
だ
さ
　
　
本
税
と
併
せ
て
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と

い
。
用
紙
は
、
税
務
署
に
あ
り
ま
す
。
　
　
に
な
り
ま
す
。

　
申
告
期
限
を
過
ぎ
て
か
ら
の
申
告
を
　
　
　
手
続
き
等
に
つ
い
て
ご
不
明
の
点
が

「
期
限
後
申
告
」
と
い
い
、
税
務
署
か
　
　
あ
り
ま
し
た
ら
、
栃
木
税
務
署
（
�
2
2

ら
決
定
を
受
け
る
ま
で
は
い
っ
で
も
申
　
－
０
８
８
５
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

告
で
き
ま
す
。
税
務
調
査
を
受
け
た
後
　
　
さ
い
。

５



減
j7lj゛:j万
らそ

ル

うゴ

資
源
ゴ
ミ
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

　
　
　
回
収
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
あ
な
た
の
地
区
で
も
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
１

　
町
で
は
、
資
源
ゴ
ミ
回
収
運
動
に
協
力
し
た
団
体
に
対
し
て
、
報
償
金
を
交
付
し

て
い
ま
す
。

　
資
源
ゴ
ミ
ー
回
の
回
収
で
５
０
０
’
同
以
上
を
共
同
集
荷
し
、
資
源
ゴ
ミ
回
収
業
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
売
却
し
た
団
体
に
は
、
回
収
重
星
１
吻

朧嶋参喬龍一
叙

ご

一

汗,

幽

n

S

　ｼﾞｭｰｽの缶･ﾋﾞｰﾙの缶　　ﾋﾞｰﾙぴん･ｼﾞｭｰｽのびん　　　　　ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄJﾚ

に
つ
き
５
円
と
１
回
の
回
収
に
つ
き
３
、

０
０
０
円
の
報
償
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
、
１
回
の
回

収
で
、
２
０
０
本
以
上
を
共
同
収
集
し
た

団
体
に
対
し
、
１
本
に
つ
き
５
円
の
報
償

金
を
交
付
し
ま
す
。

家
庭
用
ご
み
処
理
器

　
　
　
　
　
　
　
設
置
に
補
助
金

　
一
般
家
庭
で
、
一
定
の
能
力
を
有
す
る
「
生
ご
み

処
理
機
（
容
器
単
体
を
合
む
）
」
及
び
「
家
庭
用
ご

み
焼
却
器
」
を
購
入
・
設
置
し
た
場
合
に
、
本
体
購

入
価
格
の
２
分
の
１
を
補
助
し
ま
す
。
た
だ
し
、
限

度
額
が
あ
り
ま
す
。

【
限
度
額
】
（
１
器
に
つ
言

　
◇
生
ご
み
処
理
機
…
…
…
…
…
２
５
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
円

　
◇
家
庭
用
ご
み
焼
却
器
…
…
…
２
５
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
円

○
問
合
せ
先

　
・
町
民
生
部
保
健
課
�
8
2
－
１
２
３
４
内
線
ｌ
ｏ
ｓ

　
・
町
清
掃
セ
ン
タ
ー
�
8
2
１
３
４
２
４

｝

　
　
郷
土
の
人
々

今
月
号
か
ら
、
歴
史
上
で
活
躍
し
た
偉
人
・
儀
人
た
ち
を
紹
介
し
ま
す
。

　
　
慈
覚
大
師
円
仁
（
じ
か
く
だ
い
し
・
え
ん
に
ん
）

　
　
　
　
７
９
４
年
（
延
暦
１
３
年
）
～
８
６
４
年
（
貞
観
６
年
）

　
今
の
壬
生
町
に
生
ま
れ
た
偉
大
な
人

物
の
一
人
に
、
悪
党
大
師
円
仁
が
い
ま

す
。
円
仁
は
、
延
暦
1
3
年
に
下
野
国
都

賀
郡
（
一
説
に
岩
舟
町
）
で
生
ま
れ
た

初
期
天
台
宗
の
高
僧
で
す
。

　
円
仁
の
家
は
、
崇
神
天
皇
の
皇
子
豊

滅
入
彦
命
の
子
孫
で
あ
る
と
伝
え
、
俗

姓
は
壬
生
氏
。
古
代
下
野
国
で
由
緒
あ

全
県
柄
で
し
た
。

　
円
仁
９
歳
の
時
、
璧
真
の
孫
弟
子
の

広
智
の
も
と
で
天
台
宗
の
基
礎
を
修
め

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
６
年
、
1
5
歳
に
な
っ
た
円

仁
は
、
最
澄
に
師
事
す
る
た
め
比
叡
山

に
登
り
ま
し
た
。
最
澄
の
も
と
で
修
行

し
た
円
仁
は
、
次
第
に
頭
角
を
あ
ら
わ

し
、
８
１
６
年
（
弘
仁
７
年
）
に
正
式

な
僧
侶
と
な
り
ま
し
た
。

　
円
仁
が
、
日
本
の
み
な
ら
ず
世
界
的

に
有
名
な
僧
侶
で
あ
る
の
は
、
円
仁
が

人
店
請
益
僧
に
選
ば
れ
て
唐
へ
渡
り
、

唐
に
滞
在
し
て
い
る
あ
い
だ
に
し
た
た

　
　
　
　
に
っ
と
う
ぐ
う
は
う
じ
ゅ
ん
れ
い
こ
う
き

め
た
日
記
『
人
唐
求
法
巡
礼
行
記
』
を
、

こ
の
世
に
残
し
た
た
め
で
す
。

　
こ
の
、
円
仁
の
『
人
吉
求
法
巡
礼
行

W

記
』
の
全
文
を
英
語
に
訳
し
た
ラ
イ
シ
ャ
ー

ワ
ー
氏
が
「
マ
ル
コ
・
ボ
ー
ロ
の
『
東
一

方
見
聞
録
』
よ
り
４
０
０
年
古
い
時
代
一

に
ヽ
当
時
の
中
国
の
社
会
を
実
際
に
見
一

閲
し
た
こ
と
を
、
忠
実
に
記
録
し
た
信

頼
で
き
る
文
献
」
で
あ
る
と
評
価
し
た
一

の
は
、
こ
の
日
記
の
価
値
を
的
確
に
言
‐
‐
‐

い
あ
て
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‐
‐
‐

　
な
お
、
８
５
４
年
（
仁
寿
４
年
）
円
一

仁
が
6
1
成
の
時
、
第
３
代
天
台
大
１

１

に

任
ぜ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
没
後
２
年
、
・

８
６
６
年
（
貞
観
８
年
）
そ
の
死
を
悼
1
1
1
1
1
1

む
清
和
天
皇
に
よ
り
ヽ
わ
が
国
最
初
の
Ｉ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ご
う
　
　
　
一

犬
師
号
で
あ
る
慈
覚
大
師
の
屋
号
が
烋

ら
れ
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
み
ぶ
た
ね
な
り

次
回
は
、
壬
生
胤
業
で
す
。

６



に
袷
応
獲
作
業
コ
ン
ク
ー
ル
訃
。
。
魯
●

本
郷
七
福
会
、
最
優
秀
賞

　
下
町
松
寿
会
も
優
秀
賞
を
受
賞

　
栃
本
県
道
路
愛
護
逮
合
会
主
催
の
平

成
８
年
度
道
路
愛
護
作
業
コ
ン
ク
ー
ル

表
形
式
が
２
月
1
4
日
、
宇
都
宮
市
の
県

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
花
い
っ

ぱ
い
部
門
に
お
い
て
、
壬
生
町
道
路
愛

護
会
の
七
ツ
石
本
郷
老
人
ク
ラ
ブ
本
郷

七
福
会
（
小
野
口
終
平
会
長
）
が
見
事

最
優
秀
賞
、
ま
た
、
下
町
桧
寿
会
（
渡

辺
敏
夫
会
長
）
が
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。

　
作
業
内
容

　
《
本
郷
七
福
会
》

　
国
道
３
５
２
号
洽
い
の
花
壇
に
マ
リ

ー
ゴ
ー
ル
ド
の
苗
を
植
え
、
会
員
総
出

に
よ
る
水
や
り
、
草
取
り
な
ど
の
管
理

を
行
い
、
道
路
を
花
で
飾
り
、
通
行
者

や
ド
ラ
イ
バ
ー
ー
に
心
和
ん
で
も
ら
う
た

め
の
、
草
花
の
あ
る
道
づ
く
り
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
《
下
町
松
寿
会
》

　
会
員
4
4
人
が
国
道
３
５
２
号
洽
い
の

　
平
成
９
年
４
月
か
ら
、

　
　
　
地
方
消
費
税
が
導
入
さ
れ
ま
す

特
作
付
似
付
且
。
ｊ
弓
詐
言
四
回

消
費
税
」
が
創
設
さ
れ
、

正
と
と
も
に
、
平
成
９
年

ら
実
施
さ
れ
ま
す
。

○
地
方
消
費
税
と
は
？

費
税
が
４
％
に
な
り
ま
す
の
で
、
地

方
消
費
税
の
税
率
は
消
費
税
率
に
換

算
し
て
１
％
相
当
と
な
り
ま
す
。

最
終
的
に
は
、
国
の
消
費
税
と
地

　
国
の
税
金
で
あ
る
消
費
税
と
同
様
　
　
　
方
消
費
税
を
あ
わ
せ
た
負
祖
宗
は
、

に
、
国
内
で
の
販
売
、
サ
ー
ビ
ス
の
　
　
　
５
％
に
な
り
ま
す
。

提
供
及
び
輸
入
さ
れ
る
貨
物
に
対
し
　
　
○
納
税
の
手
続
き
は
？

て
課
税
さ
れ
る
県
税
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
納
税
手
続
の
事
務
負
担
の
軽
減
を

花
壇
約
１
０
０
ｍ
の
区
間
を
清
掃
整
地

し
、
マ
リ
ビ
コ
ー
ル
ド
を
橿
見
付
け
て
、

き
れ
い
な
道
路
環
境
づ
く
り
を
実
践
し

て
い
ま
す
。

受
賞
さ
れ
た
小
野
□
会
長
（
左
）
と

　
　
　
　
　
　
　
　
渡
辺
会
長
（
中
央
）

図
る
た
め
、
事
業
者
等
が
国
の
消
費

税
と
と
も
に
、
国
（
国
内
取
引
に

つ
い
て
は
税
務
署
、
輸
入
取
引
に
つ

い
て
は
税
関
）
に
対
し
て
行
う
こ
と

　
に
な
り
ま
す
。

○
そ
の
他

　
　
地
方
消
費
税
の
収
入
額
の
２
分
の

　
１
は
、
市
町
村
に
交
付
さ
れ
ま
す
。

　
　
地
方
消
費
税
は
、
地
域
福
祉
や
地

　
域
振
興
な
ど
県
や
市
町
村
の
貴
重
な

　
財
源
と
な
り
ま
す
。

○
問
合
せ
先

　
栃
木
県
総
務
部
税
務
課
課
税
第
一
循

　
　
　
雲
０
２
８
Ｉ
ｒ
ｎ
）
２
３
－
２
１
０
ｊ
任

障
害
者
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

ス
ト
ラ
イ
ク
に
大
歓
声

　
町
が
在
宅
障
害
者
総
合
支
援
事
業
の

一
環
と
し
て
実
施
し
て
き
た
、
障
害
者

ボ
ウ
リ
ン
グ
教
室
の
成
果
発
表
と
し
て
２

月
７
日
、
宇
都
宮
市
の
第
２
ト
ー
ー
ヨ
ー

ボ
ウ
ル
に
お
い
て
障
害
者
ボ
ウ
リ
ン
グ

大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
障
害
者
ボ
ウ
リ
ン
グ
教
室
は
、
障
害

者
の
方
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
通
じ
て
、

体
力
の
維
持
増
強
を
図
る
た
め
行
わ
れ

た
も
の
で
、
教
室
で
は
、
中
山
プ
ロ
や

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
か
ら
ル
ー
ル
や
マ

ナ
ー
、
基
本
投
球
な
ど
を
学
ん
で
き
ま

し
た
。

　
大
会
に
は
、
教
室
に
参
加
し
て
き
た

７
２
人
が
出
場
、
2
0
組
に
分
か
れ
て
ノ
ー

ガ
ー
タ
ー
レ
ー
ン
で
２
ゲ
ー
ム
の
ト
ー

タ
ル
で
成
績
が
競
わ
れ
、
ス
ト
ラ
イ
ク

が
出
る
と
歓
声
が
沸
き
上
が
る
な
ど
、

楽
し
い
大
会
風
景
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

佐
瀬
ゴ
ミ
等
回
収
の
益
金
を
寄
付

　
ゆ
う
が
お
会
（
高
橋
米
男
代
表
）
で

は
、
２
月
1
3
口
に
役
場
を
訪
れ
、
会
員

の
方
々
が
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
の
資
源

ご
み
回
収
で
得
た
益
金
を
「
福
祉
の
た

め
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
」
と
寄
付
さ

れ
ま
し
た
。

　
町
で
は
、
寄
付
金
を
町
社
会
福
祉
協

議
会
で
有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

７



　
　
「
夜
は
９
時
に
床
に
つ
き
、
朝
４
時

5
0
分
に
起
床
と
い
う
、
早
寝
早
起
き
が

私
た
ち
夫
婦
の
健
康
の
秘
訣
か
も
知
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

ま
せ
ん
ね
」
と
い
う
田
村
さ
ん
ご
夫
妻
。

　
義
治
さ
ん
は
、
北
海
道
の
生
ま
れ
で
、

犬
正
1
4
年
、
尾
礼
節
尋
常
小
学
校
１
年

ヽ -

密達者　　ソ

カッフル佃

星の宮
田村

安塚小学校５年

　　古　沢　真祐美

義治さん回９)
ロクさん(ワ３)夫妻

青
春
ス
ケ

ッ
チ
顔

アウトドアも楽しんでみたい

　　　　　　　下表町　　松本　裕美子さん

　「先生に付いて習っていませんがピアノが好き

で、休みの日などにはよく弾いています」という

裕美子さん。

　ピアノのほかに料理も好きという彼女は、フラ

ンス料理をフルコースで作れるように勉強したり、

季節に応じたアウトドア関係も楽しんでみたいと

意欲的な人です。

｢シュート｣

　　安塚小学校１年

　　　　小　嶋　慎　也

肌
◎
⑩
昌

８
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）

修
丁
と
同
時
に
壬
生
へ
来
ら
れ
、
壬
生

尋
常
高
等
小
学
校
へ
転
学
し
昭
和
６
年

に
卒
業
、
卒
業
後
は
東
京
へ
出
て
剣
道

の
武
具
製
造
、
販
売
に
就
き
ま
し
た
が
、

昭
和
1
0
年
頃
に
板
前
を
目
指
し
転
職
、

板
前
を
し
て
い
た
昭
利
口
年
に
召
集
、

満
州
で
終
戦
を
迎
え
、
シ
ベ
リ
ア
抑
留

を
逃
れ
昭
和
2
1
年
に
帰
国
し
ま
し
た
。

　
帰
国
後
は
、
現
在
の
小
山
市
古
城
苑

ホ
テ
ル
の
支
配
人
兼
板
前
と
し
て
務
め

ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
小
山
市
生
ま
れ
で
、
昭
和

８
年
に
桑
村
尋
常
小
学
校
を
卒
業
後
、

東
京
の
義
姉
の
も
と
で
、
お
手
伝
い
を

し
て
い
て
終
戦
後
、
小
山
市
に
戻
っ
て
い

た
ロ
ク
さ
ん
と
昭
和
2
3
年
に
精
雨
、
そ
し

首
都
圏
の
消
費
者
を
迎
え
貫
首
章
⑤
兪
ぬ
⑤

て
昭
和
2
8
年
に
埼
玉
県
鴻
巣
市
に
飲
食

店
を
お
二
人
し
て
開
店
、
昭
和
５
９
年
に

壬
生
へ
越
し
て
く
る
ま
で
続
け
ら
れ
ま

し
た
。

　
現
在
は
、
お
二
人
と
も
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
が
好
き
で
、
毎
日
の
よ
う
に
行
わ
れ

る
練
習
に
は
欠
か
さ
ず
出
て
い
る
そ
う

で
、
県
内
外
の
大
会
に
お
二
人
し
て
出

る
の
が
楽
し
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ロ
ク
さ
ん
は
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
ほ

か
、
家
庭
菜
園
も
楽
し
ん
で
お
ら
れ
、

自
宅
で
食
べ
る
野
菜
は
す
べ
て
作
っ
て

い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
「
好
き
な
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
を
趣
味
と
健
康
を
兼
ね
て
、
続
け
て

行
き
た
い
。
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

と
↑
り
お
と
め
（
ら
能
）
の
産
地
見
学
変
換
会
開
か
れ
る

消
費
者
に
い
ち
ご
の
栽
培
状
況
を

説
明
す
る
西
葉
さ
ん
（
写
真
・
左
）

　
東
京
都
内
及
び
近
郊
在
住
の
一
般
消

費
者
約
5
0
名
を
迎
え
て
の
べ
ち
ご
産

地
見
学
交
換
会
“
が
２
月
1
3
口
、
壬
生

下
馬
本
の
煎
薬
　
光
さ
ん
の
い
ち
ご
圃

場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
栃
本
新
品
種
い
ち
ご
「
と

ち
お
と
め
」
の
消
費
拡
大
並
び
に
消
費

者
と
生
産
者
の
相
互
理
解
の
促
進
を
図

る
た
め
、
栃
木
県
園
芸
特
産
振
興
協
会

の
主
催
に
よ
り
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　
交
換
会
で
は
、
改
築
さ
ん
方
で
取
れ

た
ば
か
り
の
と
ち
お
と
め
を
試
食
し
な

が
ら
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
内
の
い
ち
ご

を
見
学
、
雌
黄
さ
ん
よ
り
い
ち
ご
の
栽

培
方
法
な
ど
が
説
明
さ
れ
、
農
薬
は
ど

の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
の
で
す
か
の

質
問
に
、
「
い
ち
ご
は
農
薬
を
使
わ
な

い
有
機
栽
培
で
す
の
で
、
安
心
し
て
食

べ
て
い
た
だ
け
ま
す
」
な
ど
の
活
発
な

意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
、
甘
く
て
み
ず
み
ず

し
い
と
グ
こ
ち
お
と
め
“
に
対
す
る
感

想
が
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。

チビッ子アルバム
-

和
也
ち
ゃ
ん
〒
言

　
　
（
父
）
松
本
　
政
男
さ
ん

　
　
（
母
）
　
ク
　
　
京
子
さ
ん

お
母
さ
ん
か
ら
一
言

（
田
　
向
）

思
い
や
り
の
あ
る
優
し
い
子
に
育
っ
て
ね
。

(写真左から)

まこと

人ちや九(５歳卜千尋ちや副４歳)慎

仲　泉）
　　（父）斉藤　　功　さん

　　（母）ク　　キク子さん

お母さんから一言

兄弟仲良く元気な　素直な子になってね。

「チビッ子アルバム」に出てくれるお子さんを募集しています。ご希望の方は、写真に簡単なメッセージを添えて

　町総務部企圓財政課広報広聴係（�８２－１２３４　内線212）までお送りください。
９



第
９
回
交
性
の
つ
ど
い

環
境
を
守
り

　
　
明
る
い
生
活
を
め
ざ
し
て

　
壬
生
町
女
性
団
体
連
絡
協
議
会
（
栗

原
芳
子
会
長
）
　
・
町
教
育
委
員
会
主
催

の
第
９
回
女
性
の
つ
ど
い
が
２
月
1
5
日
、

壬
生
中
央
公
民
館
で
開
か
れ
、
女
性
を

中
心
に
約
2
0
0
名
の
方
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
つ
ど
い
で
は
、
最
初
に
清
水
町
長
よ

り
、
現
在
町
が
進
め
て
い
る
、
緑
豊
か

で
住
民
一
人
ひ
と
り
の
夢
を
犬
切
に
し

た
、
活
力
あ
る
住
民
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
の
実
現
を
目
指
し
た
「
夢
と
活
力
に

あ
ふ
れ
た
緑
園
都
市
ズ
玉
こ
の
ま

ち
づ
く
り
構
想
に
つ
い
て
講
演
が
あ
り
、

生
活
に
密
着
し
た
話
に
参
加
者
は
、
興

味
深
く
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
「
頑
張
っ
て
ま
す
生
改
ク

ラ
ブ
、
自
分
ら
し
く
生
き
る
た
め
に
」

と
題
し
て
、
町
生
活
改
善
ク
ラ
ブ
協
議

会
会
長
渡
辺
和
子
さ
ん
並
び
に
「
母
と

歩
ん
だ
1
5
年
、
そ
し
て
イ
チ
ゴ
ヘ
の
夢
」

と
題
し
て
、
町
生
活
改
善
ク
ラ
ブ
す
み

れ
会
の
荒
川
テ
イ
子
さ
ん
の
体
験
発
表

が
あ
り
、
生
活
改
善
ク
ラ
ブ
の
活
動
内

爆
笑
と
感
動
の
健
康
学

　
榎
本
勝
起
さ
ん
を
迎
え

　
　
　
　
健
康
講
演
会
を
開
く

　
壬
生
町
・
壬
生
町
国
民
健
康
保
険
主

催
の
「
健
康
講
演
会
」
が
２
月
７
日
、

町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、
会

場
あ
ふ
れ
ん
ば
か
り
の
犬
ぜ
い
の
人
が

訪
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
講
演
会
は
、
国
民
健
康
保
険
保

健
事
業
（
ヘ
ル
ス
パ
イ
オ
ニ
ア
タ
ウ
ン

事
業
）
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の

で
、
講
師
に
は
。
エ
ノ
さ
ん
の
お
は
よ

う
さ
ん
“
で
お
な
じ
み
の
Ｔ
Ｂ
Ｓ
ア
ナ

ウ
ン
サ
ー
榎
本
勝
起
さ
ん
を
迎
え
、
「
爆

笑
と
感
動
の
健
康
学
」
と
題
し
た
講
演

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
講
演
で
は
、
「
日
々
の
感
動
や
喜
び

を
素
直
に
言
葉
に
表
す
こ
と
、
心
に
壁

を
作
ら
な
い
こ
と
」
な
ど
、
時
折
、
会

場
を
爆
笑
の
渦
に
巻
き
込
む
ユ
ー
モ
ア

至
父
え
た
講
演
に
、
大
ぜ
い
の
参
加
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

容
や
家
族
の
輪
が
い
か
に
大
切
か
な
ど

の
体
験
談
に
、
参
加
者
は
深
く
聞
き
入
っ

て
い
ま
し
た
。

清
水
町
長
に
よ
る
講
演
の
よ
う
す

‐
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

は
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

自
慢
の
出
し
物
で

　
　
楽
し
い
一
日
を
過
ご
す

人
ク
ラ
ブ
演
芸
大
会
並
び
に
第
Ｈ
回
老

人
ク
ラ
ブ
作
品
展
示
会
が
２
月
６
日
、

壬
生
中
央
公
民
館
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
演
芸
大
会
（
大
ホ
ー
ル
）
に
は
、
町

内
の
老
人
ク
ラ
ブ
か
ら
9
3
人
が
出
場
、

日
ご
ろ
楽
し
み
な
が
ら
練
習
し
た
歌
謡

曲
や
舞
踏
な
ど
が
披
露
さ
れ
、
会
場
い
っ

ぱ
い
の
ク
ラ
ブ
員
か
ら
盛
ん
な
拍
手
を

受
け
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
作
品
展
示
会
（
中
ホ
ー
ル
）

に
は
、
日
光
彫
や
絵
画
、
手
工
芸
品
な

ど
4
7
点
の
力
作
が
展
示
さ
れ
、
来
観
音

の
目
を
引
き
付
け
て
い
ま
し
た
。

白
熟
し
た
試
合
を
展
開

壬
生
町
家
庭
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
　
　
会
（
渡
辺
清
雄
会
長
）
主
催
の
第
1
8
回

一心

町
協
会
長
征
家
庭
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
が
い
一
月
８
日
、
町
総
合
運
動
場
体

育
館
で
行
わ
れ
、
白
熱
し
た
試
合
が
展

開
さ
れ
ま
し
た
。

　
試
合
結
果

優
　
勝
　
Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｍ
Ｏ
（
プ
リ
玉
チ
ー
ム

準
優
勝
　
九
　
輪
チ
ー
ム

三
　
位
　
ま
ど
か
チ
ー
ム

　
な
お
、
町
家
庭
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

協
会
で
は
、
登
録
・
参
加
チ
ー
ム
を
随

時
募
集
し
て
い
ま
す
。

◇
問
合
せ
先
貪
井
方
�
8
2
２
８
４
３
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第
1
0
回
壬
生
町
綱
引
き
大
会
が
２
月

1
6
日
、
町
総
合
運
動
場
体
育
館
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
大
会
に
は
、
町
内
自
治
会
や
職
場
な

ど
か
ら
男
子
８
チ
ー
ム
、
女
子
３
チ
ー

ム
が
参
加
、
男
女
と
も
は
じ
め
に
予
選

リ
ー
グ
が
行
わ
れ
、
男
子
上
位
４
チ
ー

ム
に
よ
る
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
、
女

子
は
上
位
２
チ
ー
ム
の
決
勝
戦
の
結
果
、

男
子
は
、
藤
井
ひ
ょ
う
た
ん
チ
ー
ム
が

壬
生
下
馬
木
Ａ
チ
ー
ム
の
３
連
覇
を
阻

み
見
事
初
優
勝
、
女
子
は
、
舟
町
チ
ー

ム
が
昨
年
に
続
き
大
会
を
制
し
ま
し
た
。

　
大
会
の
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
《
男
子
の
部
》

優
　
勝
　
藤
井
ひ
ょ
う
た
ん
チ
ー
ム

準
優
勝
　
壬
生
下
馬
木
Ａ
チ
ー
ム

三
　
位
　
武
藤
組
チ
ー
ム

敢
闘
賞
　
六
美
町
南
部
第
一
チ
ー
ム

　
《
女
子
の
部
》

優
　
勝
　
舟
　
町
チ
ー
ム

日
ご
ろ
の
鍛
錬
の
成
果
を
競
う
　
長
針
付
託
特

　
第
Ｈ
回
町
民
剣
道
大
会
が
２
月
2
3
日
、

町
総
合
運
動
場
武
道
館
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
大
会
に
は
、
町
内
の
少
年
・
少
女
剣

士
並
び
に
剣
道
愛
好
家
な
ど
１
０
２
名

が
参
加
、
６
部
門
に
分
か
れ
て
個
人
戦

が
行
わ
れ
、
寒
さ
を
も
の
と
も
せ
ず
、

日
ご
ろ
の
鍛
練
の
成
果
を
競
い
合
っ
て

い
ま
し
た
。

　
大
会
の
成
績
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　
《
小
学
１
～
２
年
の
部
》

優
勝
楡
木
悠
介
宝
生
剣
戟
）

準
優
勝
　
山
井
　
崇
順
三
百
会
剣
）

男子優勝　藤井ひようたんチーム

三
　
位
　
菊
地
　
美
咲
（
壬
生
剣
戟
）

　
ク
　
　
増
田
　
友
彦
（
壬
生
剣
啓

《
小
学
３
～
４
年
の
部
》

優
勝
鈴
木
翔
大
呈
生
剣
啓

準
優
勝
　
菊
地
　
美
姫
（
壬
生
剣
啓

三
　
位
　
落
合
　
伸
浩
（
羽
剣
戟
）

　
ク
　
　
高
久
　
裕
紀
（
壬
生
剣
戟
）

《
小
学
５
～
６
年
の
部
》

優
　
勝
金
田
　
孝
一
　
（
壬
生
剣
戟
）

準
優
勝
高
田
俊
幸
（
羽
剣
戟
）

三
　
位
朝
日
美
貴
（
三
修
会
剣
）

　
ク
　
　
細
井
　
平
造
（
壬
生
剣
戟
）

《
中
学
生
男
子
の
部
》

優
勝
大
橋
英
博
（
壬
生
生

準
優
勝
　
石
川
　
辰
徳
（
壬
生
中
）

三
位
細
谷
孝
旦
（
壬
生
中
）

　
々
　
　
大
橋
　
一
博
（
壬
生
中
）

《
中
学
生
女
子
の
部
》

　
　
　
り

準
優
勝

三
　
位

）　
せ
せ
ら
ぎ
チ
ー
ム

　
壬
生
下
馬
本
チ
ー
ム

優
勝
大
橋
亜
加
判
（
壬
生
中
）

準
優
勝
　
臼
井
　
千
佳
（
南
火
中
）

三
　
位
　
山
野
真
由
美
（
南
天
中
）

　
ク
　
　
石
村
美
幸
（
南
火
中
）

《
一
般
の
部
》

優
　
勝
　
藤
田
　
剛

準
優
勝
　
木
野
内
正
美

三
　
位
　
中
野
　
智
紀

　
々
　
　
木
野
内
孝
二

各
部
優
勝
の
み
な
さ
ん

女子優勝　舟町チーム

文
化
協
会
文
芸
部
選

短
　
　
歌

十
歳
の
孫
ま
で
ダ
イ
エ
ッ
ト
を
言
い
だ

し
て
夕
餉
の
支
度
に
悩
む
こ
の
頃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
佳
世
子

バ
ケ
ツ
に
て
寄
せ
く
る
重
油
す
く
い
ゐ

る
は
重
体
き
ば
か
り
冬
の
日
本
海

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
角
田
　
節
子

今
日
一
日
の
ん
び
り
す
る
ぞ
と
構
え
し

が
貧
乏
性
は
す
ぐ
動
き
出
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
曽
篠
登
志
子

余
計
な
事
す
る
な
と
息
子
は
言
う
け
れ

ど
こ
の
部
屋
見
れ
ば
ほ
お
つ
て
お
け
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
口
富
代

俳
　
　
句

着
ふ
く
れ
て
楷
櫨
に
凝
ら
す
陶
師
の
眼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
田
鶴

少
年
の
屈
み
こ
み
た
る
冬
す
み
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
山
香
代
子

着
ふ
く
れ
て
星
空
仰
ぐ
通
夜
帰
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
粂
川
　
正
枝

届
き
し
は
花
の
カ
タ
ロ
グ
二
月
尽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
茂
弥
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青少年のために

　よい社こ会薫購丿灘を

･雫･j47｀jj-り二4……-づ’竺左老僕だ.･･7･S疸岳･-rマ殖.I笛つ↑ふ=庁=］ド　エ　営業者等は、テレホンクラプ等営業の利用者に対

…………゜゛’ｿﾞ‾゛･-j｀゛゛゛＝゛尹ｽでづグフ汗ﾃﾞﾘ゛申゛jﾊﾞ………:万7yy7乃yjlﾘi…………1　　1　　J、み.2、1φ、J、　－.1、ﾒr- .f､ｺﾞtllﾛｺJ.iie
lやり－ １．-１７ｆ９八

　幼稚園、小・中・高等学校、図書館、公民館、博物

館、児童福祉施設、その他青少年の健全な育成のため

知事が定める施設の敷地の周辺２００ｍの区域内と青

少年が健全に育つ環境を確保するため、都市計画法に

よる住居系地域での営業は禁止されます。

　何人も、利用カード等を青少年に対し販売し、贈与

し、交換し、又は貸し付けることは禁止されます｡

テレホンクラブ等営業の　　十　………

し、あらかじめ、青少年の利用を禁じること及び会

話の相手又は伝言の送り手若しくは受け手が青少年

と知れたときはその利用を中止すべきことを告知し

　なければなりません。　　　　　　　　　（第４項）

オ　何人も、青少年にテレホンクラブ等営業を利用さ

　せないように努めなければなりません。（第５項）

　営業者は、青少年をテレホンレディー等として、客

からの電話を受けたり、客に伝言する業務等に従事さ

せることは禁止されます。

膳朧朧請朧
言ﾖｮｮ優素a､|｡|｡皿盾…………｡｡!､｀､･･;;;

青少年とは

６歳以上18歳未満の者（婚姻による成人に達したものとみ

　す。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（第１項）　　なさせる者を除○をいう。

イ　警察官は、ァの規定違反ちﾆﾀﾞｹﾞｺﾞ門昌昌詰で讐瓢次
通信回線設備の一端に接続

　為の中止その他必要な措置をとるべき、とを印ずる、レこれらの設備を利用して専ら異性の問の会話の機会を

　ことができます。　　　　　　　　　　　（第２項）　提供し、又は伝言を媒介する営業をいう。

ウ　公安委員会は、テレホンクラブ営業者等又はこれ

　らの代理人等がアの規定に違反したときは、その営

　業者等に対し、広告物の除去又は回収その他必要な

　措置をとるべきことを命ずることができます。(勣項)

デレホンク弓ﾌﾞ等営業の利趣|制限等(第21条の7)

ア　営業者等は、青少年に対しテレホンクラブ等営業

　を利用するよう指示、勧誘することは禁止されます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(第１項)

イ　営業者は、テレホンクラブ等営業所に、青少年を

　客として立ち入らせてはなりません。　(第３項)

ウ　営業者は、テレホンクラブ営業所の入口(見やす

（通称「テレホンクラブ」「ツーショットダイヤル」「伝言ダ

イヤル」等と称するものをい引

　　　県民の皆さんの理解と協や濡　l

･=

よコフ;

｡

::雷　

。，｡,

嘲『=1幽

回‥。

する心ない犬人の行為から青少年を　l lllll｀｡,･,･|,i'j･･･"………i･'，●JjT゛'゜'
哨自|ll

;詰昌:::;:ご
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い箇所）に青少年の入場を禁ずる旨の掲示をしなけ　問合せ先　栃木県生活環境部女性青少年課

ればなりません。 聯２頂）

にが　　　　　●

納大納　　　　国
付変期　　　　民
し込限　　　　　年
まみ間納＿..、金

し合際　期４　４－
ょいは　限月　Ｓ全
うま　｀＿分９期
゜す納　４一月全

　゜付　月　　分納
　早窓30　前－

　め□　日　　納
　　　－　　－

４

月
の
納

税
等

�０２８－６２３－３０７７

寄
　
付
（
社
会
福
祉
協
議
会
）

　
　
　
　
　
　
言
数
字
は
寄
付
回
数
）

全
４
万
３
千
７
０
３
円
①

　
パ
士
フ
ー
ア
イ
ド
ル
お
客
様
一
同
様

全
１
７
４
円
①
　
　
　
匿
名
　
様

全
１
万
円
⑦
　
　
　
　
㈲
県
南
環
境
様

全
1
0
万
円
①
　
　
　
　
ゆ
う
が
お
会
縁

合
５
万
円
⑩
　
　
　
　
伏
木
美
佐
恵
縁

合
２
千
１
６
円
①

　
　
　
　
　
　
ト
ロ
エ
メ
ン
ク
ラ
ブ
様

全
５
万
円
①
　
　
　
　
匿
名
　
様

全
４
万
５
千
４
３
２
円
⑩

　
　
　
　
南
犬
飼
カ
ラ
オ
ケ
愛
好
会
様

12
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